
� 　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
住
民
と
行
政
が
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
必
要
だ
と
思
う
こ
と
に
つ
い

て
、「
住
民
と
行
政
と
の
交
流
や
意
見
交
換
の
機
会
を
つ
く
る

こ
と
」
が
46
・
5
%
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
ま
ち
づ
く
り
や

計
画
づ
く
り
に
住
民
が
参
加
・
参
画
す
る
機
会
を
増
や
す
こ

と
」
が

35
・
3
％
、「
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
の
公
開
を

充
実
す
る
こ
と
」
が

32
・
8
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

� 　

今
後
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
う
え
で
は
、
住
民
と

行
政
が
お
互
い
に
意
見
を
出

し
合
い
情
報
を
共
有
す
る
と

と
も
に
、
住
民
が
ま
ち
づ
く

り
や
計
画
づ
く
り
に
参
画
で

き
る
機
会
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

＊
「
住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

� 　

住
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、
と
も
に
協

力
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
。

　

住
民
が
中
心
と
な
っ
て
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
ご
み
の
減
量
・

リ
サ
イ
ク
ル
」
が

59
・
2
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
防
犯
」
が

43
・
2

％
、「
ま
ち
の
美
化
・
緑
化
」
が
38
・
0
％
、「
防
災
」
が
37
・
9
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

� 　

ま
た
、「
健
康
づ
く
り
」（
30
・
6
%
）
や
「
歴
史
の
保
存
・
継
承
」（
26
・

3
％
）
、｢

高
齢
者
の
支
援｣

（
26
・
1
%
）
、「
特
産
品
の
振
興
」（
23
・
9
%
）

も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

� 　

こ
れ
ら
の
分
野
で
は
、
今
後
住
民
に
よ
る
自
主
的
な
活
動
が
、
活
発

に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
活
動
に
取
り
組
み
や
す
い
よ
う
な

条
件
整
備
や
側
面
的
な
支
援
が
必
要
で
す
。

　

住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め

る
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
日
野
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
町
の
職
員
と

い
っ
し
ょ
に
話
し
合
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

� 　

町
で
は
、
話
し
合
い
を
し
て
い
た
だ
け

る
自
治
会
や
団
体
・
グ
ル
ー
プ
を
募
集

し
て
い
ま
す
。　

� 　

お
申
し
込
み
は
、
自
治
会
・
団
体
・
グ

ル
ー
プ
（
日
野
町
内
に
お
住
ま
い
、
も

し
く
は
お
勤
め
の
方
概
ね
10
人
以
上
）

で
、
役
場
企
画
振
興
課
へ
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
願

い
し
ま
す
。

　町では、第５次日野町総合計画の策定に向けた準備作業に取り組んでいます。今月号から、昨年 11 月に実施した

住民意識調査（対象者 2,514 人：回答者 1,266 人、回収率 50.4％）の結果を皆さんにお知らせしていきます。

�　今月号では、「住民と行政の協働のまちづくり」「住民が中心となってできること」のアンケート結果についてお知

らせします。町では、すべての人がいきいきと暮らせる魅力あるまちづくりを進めるため、住民との協働を進め、住

民の皆さんとともに第５次総合計画の策定を進めていきます。

Ｑ . 住民が中心となってできることは何だと思いますか。

� 　（特に重要と思われるものを５つ選択）

Ｑ . 住民と行政が今後も協働のまちづくりを進めていくうえで、あなたが必要だと思うのは

どのようなことですか。（３つ選択）
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